
 ８
月

15日
㈫

か
ら

23日
㈬

ま
で

、
町

内
中

学
生

が
姉

妹
都

市
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
の

ワ
ン

ガ
ヌ

イ
市

で
短

期
語

学
研

修
を

行
い

ま
し

た
。

表
紙

は
、

ワ
ン

ガ
ヌ

イ
市

役
所

に
招

待
さ

れ
、

ソ
ー

ラ
ン

節
を

披
露

し
た

後
、

議
場

に
て

市
長

と
撮

影
し

た
１

枚
で

す
。

　
両

市
町

は
、

平
成

30年
に

姉
妹

都
市

提
携

30周
年

を
迎

え
ま

す
。

ワ
ン

ガ
ヌ

イ
市

長
か

ら
30周

年
に

向
け

て
の

メ
ッ

セ
ー

ジ
を

い
た

だ
い

た
の

で
紹

介
し

ま
す

。（
７

ペ
ー

ジ
）

友
好

の
絆

は
、

さ
ら

に
深

く
−

姉
妹

都
市

提
携

30周
年

に
向

け
て

、
ニ

ュ
ー

ジ
ー

ラ
ン

ド
・

ワ
ン

ガ
ヌ

イ
市

−

10
.1 2
0
1
7

N
o
.1
3
0
0

広
報

な
が

い
ず

み
特
集

特
集

主
な
お
知
ら
せ

主
な
お
知
ら
せ

長
泉

町
長

・
長

泉
町

議
会

議
員

選
挙

結
果

　
２

生
活

改
善

で
病

気
を

予
防

　
３

友
好

の
絆

は
、

さ
ら

に
深

く
　

４
～

７
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■
特
定
保
健
指
導
の
対
象

長
泉
町
長
選
挙
・
長
泉
町
議
会
議
員
選
挙
結
果

　
任
期
満
了
に
伴
う
長
泉
町
長
選
挙
・

長
泉
町
議
会
議
員
選
挙
が
９
月
17
日
㈰

に
執
行
さ
れ
、即
日
開
票
さ
れ
ま
し
た
。

　
そ
の
結
果
、
町
長
に
２
人
が
立
候
補

し
、
池
田
修
氏
が
当
選
、
町
議
会
議
員

に
は
23
人
が
立
候
補
し
、
16
人
が
当
選

し
ま
し
た
。

　
任
期
は
、
町
議
会
議
員
が
９
月
23
日

か
ら
、
町
長
が
10
月
10
日
か
ら
４
年
間

と
な
り
ま
す
。

▲当選証書を受け取る池田修氏

当
選
証
書
付
与
式

　
９
月
18
日
㈷
に
当
選
証
書
付
与
式
が

役
場
で
開
催
さ
れ
、
当
選
者
一
人
ひ
と

り
に
、
長
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会
の
大

沼
博
政
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
大
沼
委
員
長
か

ら
当
選
者
全
員
に「
町
政
発
展
の
た
め
、

力
を
発
揮
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ

が
あ
り
ま
し
た
。

問　
長
泉
町
選
挙
管
理
委
員
会

　
（
行
政
課
内
）　
☎
989

-

５
５
０
０

町
議
会
議
員
（
敬
称
略
）

町
長
（
敬
称
略
）

池
田　
修

植松　英樹

加藤　祐喜

小永井　康一

木下　章夫

下山　哲夫

杉森　賢二山田　勝

福田　明 大沼　正明宮口　嘉隆

井出　春彦 下山　和則柏木　豊

四方　義男米山　智長野　普治
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■
健
診
結
果（
平
成
27
年
度
）の
内
訳

■
特
定
保
健
指
導
と
は

　
特
定
健
診
の
結
果
か
ら
、
生
活
習
慣

病
の
発
症
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
活
改
善

に
よ
り
生
活
習
慣
病
を
予
防
で
き
る
可

能
性
が
高
い
と
判
断
さ
れ
た
方
を
対
象

に
、特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
特
定
保
健
指
導
で
は
、
対
象
者
の
ラ

イ
フ
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ
た
ア
ド
バ
イ

ス
を
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専

門
家
か
ら
直
接
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
普
段
か
ら
自
分
な
り
の
健
康
づ
く

り
を
行
っ
て
い
る
方
も
、
ぜ
ひ
一
度
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

特定保健指導を受けましょう
生活改善で病気を予防！

■
特
定
保
健
指
導
の
流
れ

①
対
象
者
に
案
内
を
送
付

　
特
定
保
健
指
導
の
対
象
者
に
は
健
康

増
進
課
が
電
話
で
お
知
ら
せ
し
た
後
、

健
診
結
果
と
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
　
　
　

②
個
人
面
接
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
設
定

　
保
健
師
や
管
理
栄
養
士
か
ら
、
特
定

健
診
の
結
果
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
ま

す
。
ま
た
、
１
日
の
摂
取
カ
ロ
リ
ー
や

目
標
体
重
な
ど
を
決
め
、
目
標
を
達
成

す
る
た
め
の
計
画
を
立
て
ま
す
。

　
　
　
　
　

③
６
カ
月
で
生
活
改
善

　
保
健
師
が
面
接
や
電
話
な
ど
で
途
中

経
過
を
確
認
し
な
が
ら
一
緒
に
取
り
組

み
ま
す
。
必
要
に
応
じ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
修
正
す
る
こ
と
も
可
能
で
す
。

　
　
　
　
　

④
振
り
返
り

　
成
果
を
振
り
返
っ
た
上
で
、
今
後
の

取
り
組
み
に
つ
い
て
一
緒
に
考
え
ま
す
。

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
で
は
、毎

月
第
１・３
木
曜
日
に
成
人
健
康
相
談

を
行
っ
て
い
ま
す
。指
導
の
対
象
に
な

ら
な
か
っ
た
方
も
、お
気
軽
に
ご
利
用

く
だ
さ
い
。（
詳
細
は
12
ペ
ー
ジ
）

　町では、40歳以上の国民健康保険加入者・後期高齢者医療制度加入者を対象にメタボリックシンドローム
（内臓脂肪症候群、以下メタボ）に着目した特定健診を実施しています。その中でメタボに該当する方は
25.5％、メタボ予備軍に該当する方は15％となっています。メタボは、生活習慣病（糖尿病、脳血管疾患、
心疾患など）の発症リスクが非常に高まります。早めの対策で健康な身体を保ちましょう！

治療中
48.2％

要治療レベル
22.2％

保健指導レベル
10.5％

情報レベル
（問題なし）
19.1％

■
特
定
保
健
指
導
の
対
象

【腹囲】
男性／85㎝以上
女性／90㎝以上

【３項目のうち１つ以上の該当者】
高 血 圧／収縮期血圧130㎜Hg以上、拡張期血圧85㎜Hg以上
高 血 糖／空腹時血糖値100㎎/dl以上、HbA1c 5.6％以上
脂　　質／中性脂肪150㎎/dl以上、
　　　　　HDLコレステロール40㎎/dl未満

■
指
導
を
受
け
て
生
活
改
善
！

　
食
生
活
を
変
え
な

け
れ
ば
効
果
が
な
い

こ
と
を
身
を
も
っ
て

感
じ
ま
し
た
。

　
先
生
や
職
員
の
方

に
励
ま
さ
れ
、
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
継
続
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

▲指導を受けた方の声

●問い合わせ●　健康増進課　☎986‐8760　
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１

５

２

４ ３

友好の絆は、さらに深く

短
期
語
学
研
修
支
援
事
業

未
知
な
る
文
化
に
触
れ
る

　
長
泉
町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
将
来

を
担
う
青
少
年
に
国
際
感
覚
を
身
に
付

け
て
も
ら
う
た
め
、
姉
妹
都
市
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市
へ
の
語

学
研
修
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
今
年
で
27
回
目
を
迎
え
、
８
月
15
日

㈫
か
ら
23
日
㈬
ま
で
、
町
内
の
中
学
生

15
人
が
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
・
ワ
ン
ガ

ヌ
イ
市
を
訪
れ
ま
し
た
。

期
待
と
不
安
を
胸
に

　
初
め
て
の
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
や
未
知
な

る
文
化
を
前
に
、
緊
張
し
た
様
子
の
生

徒
た
ち
。し
か
し
、そ
ん
な
生
徒
た
ち
も

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
が
笑
顔
で
迎
え
て

く
れ
る
と
、
安
心
し
た
表
情
を
見
せ
ま

し
た
。
文
化
や
生
活
習
慣
が
異
な
る
世

界
に
足
を
踏
み
入
れ
、
ど
の
よ
う
な
成

長
を
見
せ
て
く
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

英
語
や
異
文
化
に
触
れ
る

　
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
の
会
話
や
学

校
で
の
授
業
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
英
語
。

な
か
な
か
理
解
で
き
な
い
・
通
じ
な
い

英
語
に
心
が
折
れ
な
が
ら
も
、
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
な
ど
で
一
生
懸
命
に
自
分
の
思

い
を
伝
え
よ
う
と
す
る
生
徒
た
ち
を
見

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
そ
ん

な
生
徒
た
ち
の
姿
に
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ

リ
ー
や
現
地
の
方
た
ち
も
、真
剣
に
な
っ

て
理
解
し
よ
う
と
し
て
く
れ
ま
し
た
。

言
葉
だ
け
で
は
な
く
、心
で
も
通
じ
る
。

１
週
間
の
滞
在
で
し
た
が
、
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
英
語
だ
け
で
な
く
、
異
文
化

を
学
び
、そ
し
て
、生
き
る
力
を
身
に
付

け
た
研
修
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

人
々
の
優
し
さ
に
触
れ
る

　
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ
う
に
接
し

て
く
れ
た
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
。
す
ぐ

に
仲
間
と
し
て
受
け
入
れ
て
く
れ
た
ラ

ザ
フ
ォ
ー
ド
中
学
校
の
先
生
や
生
徒
た

ち
な
ど
、
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市
で
出
会
っ
た

方
々
は
、
親
切
で
優
し
さ
に
あ
ふ
れ
て

い
ま
し
た
。

成
長
し
た
生
徒
た
ち

　
「
自
分
の
言
い
た
い
こ
と
を
伝
え
る

こ
と
が
で
き
た
」「
友
だ
ち
が
た
く
さ
ん

で
き
た
」「
自
分
の
中
の
世
界
が
広
が
っ

た
」「
真
剣
に
伝
え
よ
う
と
す
れ
ば
、

思
い
は
伝
わ
る
」
な
ど
、
帰
国
し
た
生

徒
た
ち
か
ら
は
自
信
に
あ
ふ
れ
た
言
葉

を
聞
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
こ
の
語
学
研
修
は
、英
語
は
も
ち
ろ
ん
、

異
な
る
文
化
や
習
慣
、
食
べ
物
な
ど
を

自
分
の
肌
で
直
接
感
じ
る
こ
と
が
で
き

る
貴
重
な
経
験
に
な
っ
た
は
ず
で
す
。
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６７

８

１�ホストファミリーとの初対面。笑顔で迎えてくれた家族
に生徒たちも安心

２ ･３�ラザフォード中学校での歓迎式。マオリの歌を生徒
たちが披露（写真にスマホをかざすと動画の視聴が
可能。Ｐ４下部参照）

４ ･５ ･６�学校では、現地の中学生とすぐに打ち解ける生
徒たち。授業ではホッケーをプレイ

７ ･８�ワンガヌイ市役所に招待され、市長の前で感謝の気
持ちをスピーチ。また、ソーラン節を現地の中学生
と一緒に披露

︱�

語
学
研
修
に
参
加
し
た
動
機

は
　
自
分
の
英
語
力
を
試
し
て
み
た

か
っ
た
か
ら
で
す
。
文
化
や
生
活

の
違
い
を
学
び
、
ま
た
日
本
の
文

化
を
紹
介
し
た
い
と
い
う
気
持
ち

も
あ
り
ま
し
た
。
特
に
、私
が
習
っ

て
い
る
空
手
や
書
道
を
教
え
、
伝

統
的
な
日
本
文
化
に
興
味
を
持
っ

て
も
ら
い
た
い
。
た
と
え
言
葉
が

通
じ
な
く
て
も
、
笑
顔
を
分
か
ち

合
え
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

︱
こ
の
研
修
で
学
ん
だ
こ
と

　
「
伝
え
た
い
と
い
う
熱
い
思

い
と
気
持
ち
が
あ
れ
ば
、
お
互

い
に
理
解
し
合
え
る
」
と
い
う

こ
と
で
す
。
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
は
私

に
と
っ
て
、
未
知
の
場
所
で
あ

り
、
自
分
の
英
語
が
伝
わ
る
か

と
て
も
不
安
で
し
た
。
し
か
し
、

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
や
ラ
ザ

フ
ォ
ー
ド
中
学
校
の
み
ん
な
は
、

身
振
り
手
振
り
で
、
ま
た
ゆ
っ

く
り
話
し
て
伝
え
よ
う
と
し
て

く
れ
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
で
、

私
も
積
極
的
に
話
を
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

︱�

こ
の
経
験
を
ど
の
よ
う
に

生
か
し
た
い
か

　
私
の
将
来
の
夢
は
、
警
察
官

に
な
る
こ
と
で
す
。
今
後
、
日

本
に
も
外
国
人
移
住
者
が
増
え

る
と
思
い
ま
す
。

　
私
が
、
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
の
人
か

ら
受
け
た
優
し
さ
を
、
日
本
に

来
た
外
国
人
の
方
に
同
じ
よ
う

に
接
し
て
、
安
心
さ
せ
て
あ
げ

た
い
で
す
。

Interview
◀ 

短
期
語
学
研
修
支
援
事
業
で

リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
、
鈴
木
凛

さ
ん
（
北
中
）
と
ホ
ス
ト
フ
ァ

ミ
リ
ー
の
テ
ィ
ナ
さ
ん
一
家
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友好の絆は、さらに深く

さ
ら
な
る
友
好
に
向
け
て

　
昭
和
63
年
４
月
に
町
は
ニ
ュ
ー
ジ
ー

ラ
ン
ド
・
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市
と
姉
妹
都
市

提
携
を
締
結
し
、
平
成
30
年
に
30
周
年

を
迎
え
ま
す
。

　
30
周
年
を
記
念
し
、
平
成
30
年
８
月

頃
に
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市
よ
り
訪
問
団
を
迎

え
、
記
念
式
典
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド

の
特
産
品
な
ど
を
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト

を
開
催
す
る
予
定
で
す
。

　
ま
た
、
平
成
31
年
２
月
頃
に
は
、
町

か
ら
も
親
善
訪
問
団
を
募
り
、
ワ
ン
ガ

ヌ
イ
市
を
訪
問
し
ま
す
。

あ
な
た
も
親
善
訪
問
団
に

　
２
月
の
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は
夏
。

豊
か
な
自
然
と
暖
か
い
気
候
に
包
ま
れ

な
が
ら
、
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
を
楽
し
み
ま
せ
ん

か
。
30
周
年
を
記
念
し
た
イ
ベ
ン
ト
は

も
ち
ろ
ん
、
マ
ス
タ
ー
ズ
ゲ
ー
ム
に
参

加
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　
親
善
訪
問
団
の
募
集
は
、
今
後
、
広

報
な
が
い
ず
み
や
Ｎ
Ｉ
Ｅ
Ａ
（
長
泉
町

国
際
交
流
協
会
）
だ
よ
り
に
て
行
う
予

定
で
す
。

姉
妹
都
市
提
携
30
周
年
に
向
け
て

　
あ
な
た
も
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
を
訪
れ
て
み
ま
せ
ん
か

ワ
ン
ガ
ヌ
イ
市

　
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
北
島
の
南
西
部

に
位
置
し
、
ワ
ン
ガ
ヌ
イ
川
の
河
口
に

開
け
た
歴
史
の
古
い
ま
ち
。
マ
オ
リ
語

で
ワ
ン
ガ
は「
港
」、ヌ
イ
は「
大
き
い・

広
い
」
と
い
う
意
味
で
、
港
が
交
通
・

交
易
の
重
要
な
拠
点
と
な
り
、
活
気
あ

る
商
業
地
域
と
し
て
発
展
し
ま
し
た
。

　
国
内
で
も
気
候
の
良
い
地
域
で
、
日

照
時
間
が
長
く
農
業
や
園
芸
に
も
適
し

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
都
市
と
し
て
も
知

ら
れ
て
お
り
、
ス
ポ
ー
ツ
関
連
施
設
が

充
実
し
て
い
て
、
２
年
に
１
度
開
催
さ

れ
る
国
内
ス
ポ
ー
ツ
大
会「
マ
ス
タ
ー
ズ

ゲ
ー
ム
」の
開
催
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。

人　
口
／
４
万
２
１
５
３
人

　
（
２
０
１
３
年
国
勢
調
査
）

面　
積
／
２
３
７
３
㎢

　
（
長
泉
町
の
約
90
倍
）

ウェリントン●

オークランド●

　　●
クライストチャーチ

ワンガヌイ●

北島

南島
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Message from Mayor Hamish McDouall
Kia ora (Greetings) from Whanganui
Recently Whanganui had a visit from some students and leaders from Nagaizumi. It 
was a del ight and so specia l to host people f rom our s ister c i ty . I hold th is 
relationship as being very special and I have such fond memories of my past visit to 
Nagazumi. I was pleased to be able to discuss my trip to Nagaizumi with our guests 
as I will be visiting next year to celebrate 30 years of friendship. I am timing my visit 
to coincide with the Waku Waku festival and I hope to be able to bring along a 
number of people from our community. My parents were greatly involved in the 
setting up of our sister city relationship so I feel it is very fitting that nearly thirty 
years later, I get to pass on my appreciation to all those involved in setting up a 

ハーミッシュ・マクドール
ワンガヌイ市長
relationship that has benefited both our cities and given great joy to many. I encourage anyone interested in 
coming to New Zealand to stop by your sister city of Whanganui. I know you will experience Whanganui’s 
famous manaakitanga, as I have experienced first‐hand the generosity of people from our sister city. I always 
encourage our residents to visit Nagaizumi when anyone travels to Japan.

【訳】皆さん、キァオラ（マオリ語でこんにちは）
　先日、姉妹都市の長泉町から語学研修生と引率者を迎えることができ、嬉しく思います。長泉町との関係は非常に特別で、
以前長泉町に訪問した際には、素晴らしい思い出を作ることができました。また、来年姉妹都市提携30周年を迎えるにあた
り、長泉町へ訪問することを伝えることができ、嬉しく思います。こちらも多くの市民と共に、８月のわくわく祭りに合わ
せて訪問する計画をしています。私の両親は、姉妹都市提携の立ち上げに深く携わってきました。そして30周年を迎え、今度
は私が、姉妹都市交流に関わり、両市町に恩恵や楽しみを与えてくれた皆さんに感謝の気持ちを伝えていきたいです。ニュー
ジーランドを訪れる際には、ぜひ姉妹都市であるワンガヌイ市にもお越しください。私が長泉町の皆さんに親切にしていた
だいたように、ワンガヌイの有名な「マナーキタンガ（おもてなしの心）」を経験していただけることでしょう。もちろん、
ワンガヌイから日本に行く方には、長泉町を訪れるよう勧めています。

●問い合わせ●　国際交流協会事務局（行政課内）　☎989‐5500　 kokusai@nagaizumi.org
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８月５日㈯、６日㈰に町内中学校の代表生徒が広島市で平和研修を行いました。研修を終え、それぞれが感
じた「想い」を作文にしました。研修の詳細は９月１日号をご覧ください。

戦
争
は
悪
、
平
和
は
愛

　
「
死
に
た
く
て
死
ん
で
い
っ
た
人
は
、

ひ
と
り
も
い
な
か
っ
た
」

　
被
爆
当
時
の
こ
と
を
話
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
が
、
そ
う
お
っ
し
ゃ
い
ま
し

た
。

　
72
年
前
、た
っ
た
１
つ
の
爆
弾
に
よ
っ

て
数
十
万
人
の
人
々
が
苦
し
め
ら
れ
ま

し
た
。
二
度
と
あ
っ
て
は
い
け
な
い
こ

と
で
す
。

　
現
在
、
何
カ
国
か
は
核
兵
器
を
保
有

し
、
さ
ら
に
は
発
射
し
よ
う
と
す
る
国

ま
で
あ
り
ま
す
。
広
島
の
人
々
は
そ
う

い
っ
た
こ
と
に
対
し
て
、
強
く
反
対
し
、

世
界
平
和
を
強
く
望
ん
で
い
ま
す
。

　
当
時
、
戦
争
中
だ
っ
た
日
本
は
、
戦

勝
国
と
な
る
た
め
に
、
強
い
軍
隊
を
求

め
ま
し
た
が
敵
対
国
の
軍
事
力
の
差
は

広
が
る
一
方
で
し
た
。
ア
メ
リ
カ
は
終

戦
の
た
め
だ
と
い
い
、
日
本
の
広
島
・

長
崎
に
原
子
爆
弾
を
落
と
し
、
日
本
は

つ
い
に
降
伏
し
ま
し
た
。

　
確
か
に
こ
れ
は
、
人
道
的
に
絶
対
に

間
違
っ
て
い
る「
悪
」で
す
。
し
か
し
、

日
本
が
正
し
か
っ
た
と
い
う
わ
け
で
も

考
え
て
行
動
す
る

　
み
な
さ
ん
は
、
戦
争
・
原
爆
と
言
わ
れ
た

ら
何
を
思
い
浮
か
べ
ま
す
か
。
原
爆
ド
ー
ム
、

一
瞬
で
焼
け
野
原
に
な
っ
た
広
島
の
町
で

し
ょ
う
か
。
私
は
昨
年
の
夏
、
身
内
に
戦
死

者
が
い
る
こ
と
を
知
り
、
戦
争
が
実
は
身
近

に
起
こ
っ
て
い
た
こ
と
に
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
そ
の
と
き
、
祖
母
が
「
広
島
の
人

た
ち
の
ほ
う
が
想
像
で
き
な
い
く
ら
い
苦
し

い
思
い
を
し
た
と
思
う
よ
」
と
言
っ
て
い
ま

し
た
。

　
私
は
、そ
の
言
葉
を
聞
い
て
被
爆
者
の
方
々

は
ど
ん
な
思
い
を
さ
れ
た
の
だ
ろ
う
と
思
い

広
島
に
向
か
い
ま
し
た
。
平
和
記
念
公
園
は

想
像
し
て
い
た
以
上
に
明
る
く
72
年
前
に
原

爆
が
投
下
さ
れ
焼
け
野
原
に
な
っ
た
と
は
思

え
な
い
ほ
ど
賑
や
か
で
し
た
。
は
じ
め
に
見

た
原
爆
ド
ー
ム
は
72
年
前
か
ら
時
間（
と
き
）

が
止
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
見
え
、
同
時
に
重

い
空
気
を
放
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。

平
和
記
念
資
料
館
の
中
で
は
、
爆
風
で
変
形

し
て
し
ま
っ
た
ガ
ラ
ス
の
ビ
ン
や
当
時
の
人
々

の
映
像
を
見
て
、
想
像
を
遥
か
に
超
え
た
恐

ろ
し
さ
が
せ
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
後
、

被
爆
体
験
者
の
方
の
話
を
聞
き
ま
し
た
。
笠

岡
貞
江
さ
ん
は
、
爆
心
地
か
ら
３
・５
㎞
離

あ
り
ま
せ
ん
。
日
本
も
大
量
に
人
を
殺

め
ま
し
た
。
悪
い
の
は「
核
兵
器
」、悪

い
の
は
「
戦
争
」
な
の
で
す
。

　
戦
争
は
、
人
の
心
ま
で
奪
い
多
大
な

死
を
も
っ
て
終
結
し
ま
し
た
が
、
終
戦

し
た
後
も
傷
跡
は
残
っ
た
ま
ま
。
け
れ

ど
、
広
島
や
長
崎
の
人
々
は
こ
の
苦
し

い
体
験
を
後
世
の
人
た
ち
に
さ
せ
な
い

た
め
に
傷
を
負
い
な
が
ら
必
死
に
訴
え

て
い
ま
す
。

　
平
和
祈
念
式
で
は
、
僕
ら
よ
り
小
さ

な
子
ど
も
た
ち
が
平
和
の
尊
さ
を
訴
え

ま
し
た
。
被
爆
者
の
笠
岡
さ
ん
は
、
つ

ら
い
思
い
出
を
か
み
し
め
戦
争
・
核
兵

器
廃
絶
を
願
っ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
れ
か
ら
、
未
来
を
担
う
僕
ら
に
何

が
で
き
る
の
か
。
核
兵
器
を
こ
の
世
か

ら
撤
廃
す
る
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
。

　
「
平
和
＝（
イ
コ
ー
ル
）愛
」笠
岡
さ
ん

の
こ
の
言
葉
を
胸
に
、
こ
れ
か
ら
何
を

し
て
い
け
ば
い
の
か
を
考
え
、
行
動
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

れ
た
自
宅
で
被
爆
し
、
両
親
を
失
い
ま
し
た
。

8
時
15
分
洗
濯
物
を
干
し
終
わ
り
、
家
に
入

ろ
う
と
す
る
と
初
日
の
出
の
よ
う
に
き
れ
い

な
オ
レ
ン
ジ
色
の
光
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き

た
そ
う
で
す
。
次
の
瞬
間
、
ド
ー
ン
と
い
う

音
と
同
時
に
凄
ま
じ
い
爆
風
に
襲
わ
れ
た
そ

う
で
す
。

　
そ
の
後
、
帰
っ
て
き
た
父
親
は
、
口
は
ザ

ク
ロ
の
よ
う
に
腫
れ
上
が
り
、
目
は
飛
び
出

て
い
て
誰
な
の
か
分
か
ら
な
か
っ
た
そ
う
で

す
。
全
身
に
や
け
ど
を
負
っ
た
父
親
を
病
院

に
連
れ
て
行
く
と
、
診
察
を
受
け
る
こ
と
も

で
き
ず
、
家
で
亡
く
な
っ
た
そ
う
で
す
。
貞

江
さ
ん
は
、
そ
の
父
親
の
姿
を
見
て
も
何
も

感
じ
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
そ
れ
を
聞
い
て

私
は
、
原
爆
は
人
の
体
を
傷
つ
け
る
だ
け
で

は
な
く
人
の
感
情
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
う
、

何
も
悪
い
こ
と
を
し
て
い
な
い
罪
の
な
い
人

た
ち
が
犠
牲
に
な
り
、
人
の
命
が
命
と
し
て

扱
わ
れ
な
い
こ
と
が
戦
争
な
の
だ
と
実
感
し

ま
し
た
。
そ
し
て
、
貞
江
さ
ん
が
何
度
も
何

度
も
心
の
底
か
ら
私
た
ち
に
訴
え
て
い
た
言

葉
は
、「
考
え
て
行
動
す
る
」
で
し
た
。

　
話
か
ら
想
像
力
を
働
か
せ
て
考
え
て
行
動

し
、
風
化
さ
せ
な
い
こ
と
が
被
爆
者
の
方
々

や
亡
く
な
っ
た
人
た
ち
の
望
み
で
あ
り
、
今

を
生
き
る
私
た
ち
の
責
任
で
も
あ
る
と
強
く

思
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
私
た
ち
に
託
さ
れ

た
バ
ト
ン
で
す
。
バ
ト
ン
を
途
切
れ
さ
せ
な

い
た
め
に
、
一
人
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
て

も
考
え
続
け
、
伝
え
続
け
る
こ
と
が
戦
争
を

止
め
る
力
に
な
る
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
だ
か
ら
、
私
は
こ
の
体
験
を
忘
れ
ず
自
分

に
何
が
で
き
る
か
を
考
え
、
行
動
で
き
る
人

に
な
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

長泉中　渡邉　柊汰

長泉中　保科　心美
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広
島
研
修
を
終
え
て

　
初
め
て
の
広
島
の
ま
ち
の
印
象
は
、
高
層

ビ
ル
が
立
ち
並
び
、
僕
が
思
っ
て
い
た
よ
り

も
都
会
で
し
た
。

　
平
和
記
念
公
園
へ
向
か
う
通
り
は
、
自
然

に
あ
ふ
れ
、
こ
の
町
に
お
こ
っ
た
こ
と
を
忘

れ
る
く
ら
い
で
し
た
。
平
和
で
穏
や
か
な
街

並
み
の
中
に
、丸
い
屋
根
が
特
徴
の
原
爆
ド
ー

ム
が
見
え
た
と
き
、
一
瞬
に
し
て
気
が
引
き

締
ま
り
ま
し
た
。
こ
の
町
で
お
き
た
こ
と
を

学
び
た
い
と
い
う
、
こ
の
研
修
に
参
加
し
た

動
機
を
強
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
平
和
記
念
資
料
館
で
は
、
た
く
さ
ん
の
痛

ま
し
い
写
真
や
絵
、
展
示
物
を
見
ま
し
た
。

小
さ
な
三
輪
車
は
黒
こ
げ
で
し
た
。
中
学
生

の
着
て
い
た
服
は
、ボ
ロ
布
の
よ
う
で
し
た
。

座
っ
て
い
た
人
の
跡
が
黒
い
影
で
残
っ
た
石

の
写
真
、
触
れ
る
と
さ
ら
に
変
形
し
そ
う
な

溶
け
た
ガ
ラ
ス
瓶
、
そ
の
ど
れ
か
ら
も
原
子

爆
弾
が
ど
れ
だ
け
の
破
壊
力
を
も
っ
て
い
る

も
の
な
の
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
れ
と
同
時
に
本
当
に
恐
ろ
し
い
兵
器
な
の

だ
と
、
核
兵
器
の
怖
さ
も
感
じ
ま
し
た
。
８

月
６
日
、
72
年
前
の
こ
の
日
に
は
、
誰
も
予

想
し
て
い
な
か
っ
た
だ
ろ
う
、
こ
ん
な
運
命

被
爆
者
か
ら
の
熱
い
バ
ト
ン

　
戦
争
に
つ
い
て
知
り
た
い
。
戦
争
体

験
者
の
生
の
声
を
聞
い
て
み
た
い
。
そ

し
て
、
そ
の
出
来
事
を
語
り
継
が
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
広
島
研
修
に

参
加
し
よ
う
と
思
っ
た
動
機
で
す
。

　
広
島
研
修
で
心
に
残
っ
た
こ
と
の
１

つ
は
、
平
和
記
念
公
園
を
見
学
し
「
平

和
の
鐘
」
を
鳴
ら
し
た
こ
と
で
す
。
鐘

の
音
は
響
き
わ
た
り
、
触
れ
て
も
音
は

止
ま
り
ま
せ
ん
。
広
島
の
悲
願
に
た
っ

て
、
平
和
共
存
を
達
成
す
る
こ
と
を
目

指
し
た
こ
の
鐘
の
音
は
力
強
い
響
き
か

ら
、
い
つ
ま
で
も
平
和
が
続
い
て
ほ
し

い
と
い
う
願
い
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
原
爆
ド
ー
ム
を
目

の
前
に
し
た
時
、
写
真
で
感
じ
る
こ
と

の
で
き
な
い
迫
力
と
悲
し
み
を
感
じ
ま

し
た
。

　
そ
し
て
、
２
つ
目
は
、
被
爆
者
で
あ

る
笠
岡
貞
江
さ
ん
の
お
話
を
聞
い
た
こ

と
で
す
。
貞
江
さ
ん
の
話
か
ら
は
、
母

や
父
を
亡
く
し
た
悔
し
い
思
い
や
、
大

き
な
悲
し
み
の
中
で
戦
争
の
悲
劇
を
語

り
継
ぐ
た
め
に
立
ち
上
が
っ
た
強
い
意

を
変
え
る
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
る
な
ん
て
。

多
く
の
人
の
悲
し
み
に
触
れ
、
自
分
も
心
の

底
か
ら
悲
し
い
現
実
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

研
修
中
に
は
、
被
爆
者
で
あ
る
笠
岡
貞
江
さ
ん

に
お
会
い
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
死
に
た
く
て
死
ぬ
わ
け
で
は
な
い
。生
き

た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
」
と
い
う
貞
江
さ
ん

の
言
葉
が
僕
は
、
特
に
印
象
的
で
し
た
。
貞

江
さ
ん
は
原
爆
に
よ
り
大
や
け
ど
を
負
っ
た

父
親
を
、
原
爆
投
下
さ
れ
て
か
ら
２
日
後
に

亡
く
し
た
そ
う
で
す
。
そ
ん
な
思
い
出
し
た

く
な
い
つ
ら
い
経
験
や
大
惨
事
の
記
憶
を
あ

り
の
ま
ま
語
っ
て
く
れ
た
理
由
は
、
戦
争
を

知
ら
な
い
僕
た
ち
に
戦
争
の
怖
さ
を
知
っ
て

ほ
し
い
、
そ
し
て
今
こ
う
し
て
生
き
て
い
ら

れ
る
こ
と
、「
平
和
」
を
考
え
続
け
て
ほ
し

い
と
い
う
強
い
思
い
な
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　
平
和
祈
念
式
に
は
、
僕
た
ち
を
含
め
国
内

外
か
ら
約
５
万
人
が
参
列
し
ま
し
た
。
驚
い

た
こ
と
に
、
ア
メ
リ
カ
や
そ
の
ほ
か
の
核
保

有
国
の
方
々
も
参
列
し
て
い
ま
し
た
。
人
々

の
運
命
を
変
え
た
72
年
前
の
８
月
６
日
、
こ

の
地
で
ど
れ
だ
け
の
人
々
の
命
が
奪
わ
れ
た

か
、
１
発
の
原
爆
で
ど
れ
だ
け
の
夢
や
希
望

や
未
来
が
散
っ
た
か
を
感
じ
、
平
和
に
つ
い

て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
研
修
で
し
た
。
ま

た
、
当
た
り
前
に
暮
ら
す
毎
日
が
、
ど
れ
だ

け
尊
い
か
と
い
う
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
た
２

日
間
で
し
た
。
今
、
僕
に
で
き
る
の
は
広
島

で
見
聞
き
し
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
身
近

な
人
に
伝
え
る
こ
と
で
す
。
核
兵
器
の
な
い

世
界
、
恒
久
平
和
の
実
現
に
向
け
て
の
小
さ

な
一
歩
に
し
た
い
と
強
く
思
い
ま
す
。

志
を
感
じ
ま
し
た
。

　
そ
し
て
、
３
つ
目
は
、
平
和
祈
念
式

に
参
列
し
た
こ
と
で
す
。
式
典
で
黙
祷

を
行
う
と
き
、
私
は
不
思
議
な
体
験
を

し
ま
し
た
。
た
っ
た
１
分
間
の
こ
と
な

の
で
す
が
、
そ
の
時
に
私
た
ち
が
、
今

こ
こ
に
い
る
の
は
、
た
く
さ
ん
の
人
々

の
悲
し
い
体
験
と
、
た
く
さ
ん
の
人
々

の
平
和
の
願
い
の
連
鎖
の
な
か
に
あ
る

と
い
う
こ
と
、
そ
し
て
自
分
を
思
っ
て

く
れ
る
人
が
い
る
喜
び
、
た
く
さ
ん
の

物
事
へ
の
感
謝
を
考
え
、
自
然
と
涙
が

出
て
き
ま
し
た
。

　
こ
の
こ
と
を
通
し
て
、
私
た
ち
が
平

和
の
大
切
さ
を
伝
え
て
い
か
ね
ば
な
ら

な
い
と
い
う
重
要
な
バ
ト
ン
を
渡
さ
れ

た
と
心
の
底
か
ら
思
い
ま
し
た
。

北中　竹内　愛美

北中　八山　黎

●問い合わせ●　行政課　☎989‐5500
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こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん
教
室
（
全
４
回
）

を
開
催
し
ま
す

健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ

健
康
講
座
を
開
催
し
ま
す

■
第
１
回

　
「
心
と
身
体
を
や
す
め
ま
し
ょ
う
」

と　
き
／

　
11
月
13
日
㈪
午
後
１
時
30
分

講　
師
／
丹
澤
潔
さ
ん

　

 （
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
静
岡
こ
こ
ろ
の
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
理
事
長
）

■
第
２
回

　
「
生
活
習
慣
病
予
防
に
つ
い
て
」

と　
き
／

　
12
月
13
日
㈬
午
後
１
時
30
分

講　
師
／
佐
波
古
和
博
医
師

　
（
さ
は
こ
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
）

■
第
３
回

　
「
お
い
し
く
食
べ
て
健
康
に
」

と　
き
／
平
成
30
年
１
月
16
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分

講　
師
／
芹
澤
正
江
さ
ん

　

 （
長
泉
町
社
会
福
祉
協
議
会

　
在
宅
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

　
い
ず
み
の
郷
管
理
栄
養
士
）

■
第
４
回

　
「
社
会
参
加
で
元
気
に
な
ろ
う
」

と　
き
／
平
成
30
年
２
月
22
日
㈭

　
午
後
１
時
30
分

　
健
康
づ
く
り
を
テ
ー
マ
に
、
健
康
に
関
す
る
正
し
い
知
識
を
学
ぶ
た
め
の
講
座
を

開
催
し
ま
す
。
健
康
の
保
持
増
進
を
目
指
し
て
、
楽
し
く
学
び
ま
せ
ん
か
。
希
望
す

る
日
程
の
み
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

講　
師
／
久
保
田
晃
生
さ
ん

　

 （
東
海
大
学
体
育
学
部

　
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
学
科
准
教
授
）

■
第
５
回

　
 「

※
ロ
コ
モ
予
防
～
か
ら
だ
づ
く
り
の

心
構
え
～
」

※ 
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
運

動
器
症
候
群
）
の
通
称

と　
き
／
平
成
30
年
３
月
６
日
㈫

　
午
後
１
時
30
分

講　
師
／
山
村
圧
師
さ
ん

　
（
や
ま
む
ら
治
療
院
）

持
ち
物
／
飲
み
物
、
タ
オ
ル

※
実
技
が
あ
り
ま
す
。

■
共
通
事
項

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

受
講
料
／
無
料

持
ち
物
／
室
内
履
き
、
筆
記
用
具

定　
員
／
各
30
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
各
開
催
日
の
前
日

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

　
生
ま
れ
て
く
る
赤
ち
ゃ
ん
の
た
め
に
、

お
父
さ
ん
と
お
母
さ
ん
が
楽
し
く
育
児

で
き
る
よ
う
「
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

教
室
」
を
開
催
し
ま
す
。

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
妊
婦
と
そ
の
夫

※
１
人
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／
母
子
健
康
手
帳
、筆
記
用
具
、

　
室
内
履
き

※
第
１
回
目
は
手
鏡
と
歯
ブ
ラ
シ
、
第

　

 

２
回
目
は
エ
プ
ロ
ン
と
三
角
巾
を
持

参
し
、
第
３
回
目
は
体
操
の
で
き
る

服
装
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限
／
各
回
１
週
間
前

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

回 とき 内容

① 11月１日㈬
９：30～正午 妊娠後半期の生活・親子の歯科保健

② 11月８日㈬
９：30～12：30 妊娠、授乳中の栄養・調理実習

③ 11月15日㈬
９：30～正午

マタニティストレッチ
出産の準備について
先輩ママと赤ちゃんとの交流

④ 11月17日㈮
18：30～21：00 小児科医の話・赤ちゃんのお風呂
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「
長
泉
わ
く
わ
く
キ
ャ
リ
ア
創
出
事
業
」

就
労
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
民
の
就
労
意
向
と
地
域
の
企
業
や
団
体
を
つ
な
ぐ
、
就
労
機
会
支
援
事
業
「
長

泉
わ
く
わ
く
キ
ャ
リ
ア
創
出
事
業
（
わ
く
キ
ャ
リ
）」
の
実
施
に
伴
い
、
就
労
相
談

会
を
実
施
し
ま
す
。

　
「
わ
く
キ
ャ
リ
」と
は
、家
事
や
育
児
、

介
護
な
ど
で
就
労
し
に
く
い
方
が
、
無

理
の
な
い
ペ
ー
ス
で
就
労
復
帰
な
ど
の

準
備
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
、

前
職
へ
の
復
職
や
副
業
、
趣
味
や
ス
キ

ル
を
生
か
し
た
起
業
な
ど
を
検
討
し
て

い
る
方
の
た
め
の
就
労
相
談
会
で
す
。

お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
11
月
９
日
㈭
、
10
日
㈮

　

 

午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
１
人
に
つ

き
１
時
間
程
度
）

と
こ
ろ
／
役
場
・
北
館
２
階
東
会
議
室

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

内　
容
／

　

 

制
度
説
明
、
前
職
へ
の
復
職
や
副
業
、

趣
味
や
ス
キ
ル
を
活
か
し
た
起
業
な

ど
の
相
談

相
談
料
／
無
料

申
込
方
法
／

　
 

電
話
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル
で
①
氏
名
、

②
住
所
、
③
年
齢
、
④
前
職
、
⑤
当

日
の
連
絡
先
、
⑥
託
児
の
希
望
の
有

無
を
伝
え
る

申
込
期
限
／
11
月
６
日
㈪

問　
産
業
振
興
課　
☎
989

-

５
５
１
６

　

sangyo@
nagaizum

i.org

犬
の
飼
い
主
の
皆
さ
ん
へ

各
種
手
続
き
を
忘
れ
ず
に
行
い
ま
し
ょ
う

①
犬
の
登
録
に
つ
い
て

　
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼
い
主
は
、

必
ず
犬
の
登
録
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。

登
録
手
数
料
（
鑑
札
）
／
３
０
０
０
円

②
狂
犬
病
予
防
注
射
に
つ
い
て

　
生
後
91
日
以
上
経
過
し
た
犬
の
飼
い

主
は
、
動
物
病
院
な
ど
で
年
１
回
の
狂

犬
病
予
防
注
射
（
有
料
）
を
受
け
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

※ 

注
射
実
施
後
、
病
院
で
注
射
済
証
が

発
行
さ
れ
た
場
合
に
は
、
く
ら
し
環

境
課
で
注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て

く
だ
さ
い
。

手
数
料
／
５
５
０
円

③
住
所
変
更
に
つ
い
て

・ 

町
外
へ
転
出
す
る
場
合
は
、
転
出
先

で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

・ 

町
内
に
転
入
し
て
き
た
場
合
は
、
く

ら
し
環
境
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

・ 
町
内
で
転
居
さ
れ
た
場
合
も
、
く
ら

し
環
境
課
で
手
続
き
が
必
要
で
す
。

④
飼
い
犬
が
死
亡
し
た
場
合

　
犬
が
死
亡
し
た
場
合
は
、
死
亡
届
の

提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

※ 

①
～
④
の
手
続
き
は
す
べ
て
「
狂
犬

病
予
防
法
」
に
基
づ
き
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

■
飼
う
の
が
難
し
く
な
っ
た
ら

　

�「
ポ
ッ
チ
と
ニ
ャ
ン
チ
の
愛
の
伝
言

板
」

　
動
物
を
む
や
み
に
傷
つ
け
た
り
、
捨

て
た
り
す
る
こ
と
は
法
律
で
厳
し
く
禁

じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
も
飼
え

な
く
な
っ
た
飼
い
犬
や
飼
い
猫
は
、
大

切
に
飼
っ
て
く
れ
る
人
を
探
し
ま
し
ょ

う
。見
つ
か
ら
な
い
場
合
は
、「
譲
り
た

い
人
」
と
「
譲
り
受
け
た
い
人
」
と
の

間
を
つ
な
ぐ
「
ポ
ッ
チ
と
ニ
ャ
ン
チ
の

愛
の
伝
言
板
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

利
用
方
法
／

① 

譲
り
た
い
人
が
く
ら
し
環
境
課
窓
口

に
動
物
の
写
真
を
持
参
し
、
情
報
を

提
供

② 

提
供
さ
れ
た
情
報
を
く
ら
し
環
境
課

前
の
伝
言
板
に
掲
示

③ 

譲
り
受
け
た
い
人
が
掲
示
板
を
見
て
、

譲
り
た
い
人
と
直
接
交
渉

※
伝
言
票
の
掲
示
は
１
カ
月
間
で
す
。

※
営
利
目
的
で
の
利
用
は
で
き
ま
せ
ん
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４
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お
知
ら
せ

i
n
f
o
r
m
a
t
i
o
n

i

10
月
は
児
童
手
当
の
支
給
月
で
す

　
今
回
は
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の
４
カ

月
分
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

　
な
お
、
金
融
機
関
や
口
座
名
義
人
の

氏
名
を
変
更
し
た
と
き
、
子
ど
も
が
生

ま
れ
た
と
き
、
子
ど
も
を
養
育
し
な
く

な
っ
た
と
き
、公
務
員
に
な
っ
た
と
き
、

住
所
変
更
を
し
た
と
き
に
は
、
必
ず
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

支
給
日
／
10
月
13
日
㈮

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か

～
10
月
は
里
親
月
間
で
す
～

　
里
親
制
度
と
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
事
情

に
よ
り
家
庭
で
養
育
さ
れ
る
こ
と
が
難

し
い
子
ど
も
を
、
知
事
が
認
定
し
た
里

親
に
預
け
、
温
か
い
愛
情
と
正
し
い
理

解
を
も
っ
て
養
育
す
る
制
度
で
す
。

　
子
ど
も
た
ち
は
、
温
か
い
家
庭
生
活

を
提
供
し
て
く
れ
る
里
親
を
求
め
て
い

ま
す
。

■
里
親
に
な
る
に
は

　
里
親
の
申
し
込
み
は
年
間
を
通
し
て

い
つ
で
も
受
け
付
け
て
い
ま
す
。
県
が

実
施
す
る
研
修
を
修
了
し
、
知
事
が
里

親
と
し
て
認
定
し
た
方
は
、
里
親
名
簿

に
登
録
さ
れ
ま
す
。

※
申
込
時
に
面
接
が
あ
り
ま
す
。

※ 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
里
親
に
な
っ
た
ら

① 

児
童
相
談
所
が
里
親
の
希
望
を
聞
い

た
上
で
、
養
育
を
お
願
い
す
る
子
ど

も
を
決
め
ま
す
。

② 

子
ど
も
を
養
育
し
て
い
る
間
は
、
定

め
ら
れ
た
養
育
に
必
要
な
経
費
が
支

払
わ
れ
ま
す
。

③ 

子
育
て
の
悩
み
や
不
安
に
は
、
児
童

相
談
所
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

問　
こ
ど
も
育
成
課　
☎
989

-

５
５
２
８

　
県
こ
ど
も
家
庭
課

　
☎
054

-
221

-
３
７
６
０

　
東
部
児
童
相
談
所　
☎
920

-

２
０
８
５

浄
化
槽
の
法
定
検
査
を

受
け
ま
し
ょ
う

　
浄
化
槽
を
設
置
し
て
い
る
方
は
浄
化

槽
管
理
者
と
な
り
、
浄
化
槽
を
設
置
し

た
と
き
の
ほ
か
、
年
１
回
の
法
定
検
査

を
受
け
る
こ
と
が
法
律
で
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。
忘
れ
ず
に
検
査
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。

検
査
の
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
／

　
県
生
活
科
学
検
査
セ
ン
タ
ー

　
☎
054

-

621

-

５
８
６
３

※ 

県
知
事
に
よ
り
指
定
さ
れ
た
検
査
機

関
で
す
。

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

健
康
公
園
内
施
設
を

臨
時
休
場
し
ま
す

　
各
種
イ
ベ
ン
ト
の
た
め
、
次
の
日
程

は
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み
、
長
泉
中

央
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
ミ
ニ
運
動
場
を
休
場

し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

■
休
場
日
時

・ 

11
月
３
日
㈷

　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
（
フ
ォ
ト
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
長
泉
）

※ 

温
水
プ
ー
ル
、
マ
シ
ン
ル
ー
ム
は
通

常
通
り
営
業
し
ま
す
。

・ 

11
月
24
日
㈮
午
後
１
時
～
26
日
㈰

　
午
後
９
時
30
分

　
（
第
22
回
長
泉
町
産
業
祭
）

・ 

平
成
30
年
１
月
７
日
㈰

　
午
前
９
時
～
午
後
９
時
30
分

　
（
消
防
出
初
式
）

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

成
人
健
康
相
談
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

　
保
健
師
、
管
理
栄
養
士
に
よ
る
健
康

相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。
生
活
習
慣
病

の
予
防
や
骨
粗
し
ょ
う
症
に
関
す
る
こ

と
な
ど
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
希
望
者
に
は
、骨
密
度・血
圧
、イ
ン

ボ
デ
ィ
（
体
脂
肪
、
基
礎
代
謝
、
体
成

分
、
筋
肉
量
）
測
定
や
、
健
診
結
果
の

説
明
も
行
い
ま
す
。
ま
た
、
測
定
の
み

の
利
用
も
で
き
ま
す
。

と　
き
／
毎
月
第
１
・
３
木
曜
日

　
午
前
９
時
～
11
時

※ 

月
に
よ
っ
て
は
１
回
の
み
に
な
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

と
こ
ろ
／

　
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

対　
象
／
町
内
在
住
の
方

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
986

-

８
７
６
０

伊
豆
縦
貫
道

夜
間
通
行
止
め
の
お
知
ら
せ

　
道
路
の
修
繕
工
事
な
ど
の
た
め
、
伊

豆
縦
貫
道
長
泉
Ｉ
Ｃ
～
沼
津
岡
宮
Ｉ
Ｃ

に
お
い
て
夜
間
通
行
止
め
を
行
い
ま
す
。

規�

制
期
間
／
10
月
23
日
㈪
午
後
９
時
～

10
月
27
日
㈮
午
前
６
時

　

 （
予
備
日　
10
月
30
日
㈪
午
後
９
時

～
11
月
２
日
㈭
午
前
６
時
）

※ 

午
前
６
時
～
午
後
９
時
は
通
行
で
き

ま
す
。

規�

制
場
所
／
伊
豆
縦
貫
道
長
泉
Ｉ
Ｃ
～

沼
津
岡
宮
Ｉ
Ｃ

※ 

東
名
沼
津
Ｉ
Ｃ
、
新
東
名
長
泉
沼
津

Ｉ
Ｃ
か
ら
、
伊
豆
縦
貫
道
に
入
れ
ま

せ
ん
。

規�

制
内
容
／
上
下
線
通
行
止
め

問　
国
土
交
通
省

　
沼
津
河
川
国
道
事
務
所

　
道
路
管
理
課　
☎
934

-

２
０
１
７



2017.10.１号  広報ながいずみ13

募
集

w
a
n
t
e
d

こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー

パ
ル
な
が
い
ず
み

臨
時
職
員
を
募
集
し
ま
す

募
集
人
数
／
１
人

任
用
期
間
／

　
11
月
１
日
～
平
成
30
年
３
月
31
日

勤
務
日
／

　
土
・
日
・
祝
日
を
含
む
週
５
日

勤�

務
時
間
／
午
前
９
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分（
休
憩
時
間
１
時
間
を
含
む
）

勤
務
場
所
／
こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー

　
パ
ル
な
が
い
ず
み

業�

務
内
容
／
プ
レ
イ
ホ
ー
ル
見
守
り
、

一
時
保
育
、
育
児
相
談
、
受
付
・
事

務
処
理

資�

格
要
件
／
保
育
士
資
格
を
有
す
る
方

で
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
な
ど
事
務
処
理

の
で
き
る
方

時�

間
給
／
１
２
５
０
円
（
社
会
保
険
な

ど
適
用
）

申
込
期
限
／
10
月
16
日
㈪

申
込
方
法
／

　

 

履
歴
書
お
よ
び
保
育
士
証
（
写
し
）

を
子
育
て
支
援
戦
略
室
へ
提
出
（
送

付
可
）

※
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
子
育
て
支
援
戦
略
室

　
☎
989

-

５
５
７
３

動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

意
見
交
換
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い

　
「
人
と
動
物
が
共
生
す
る
社
会
」
の

実
現
を
目
指
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
行
っ
て
い
る
方
同
士
の
意
見
交
換
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
の
あ
る
方

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
紹
介
を
目
的
に
し

た
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
す
。

と　
き
／
11
月
１
日
㈬

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

と
こ
ろ
／
東
部
総
合
庁
舎

　
（
沼
津
市
高
島
本
町
１

-
３
）

内　
容
／

　
 

県
動
物
愛
護
管
理
推
進
計
画
の
進
捗

状
況
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
情
報
、
意
見

交
換
な
ど

対�　
象
／
動
物
愛
護
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
を
行
っ
て
い
る
方
、
活
動
に
興
味

が
あ
る
方

定　
員
／
50
～
１
０
０
人
程
度

申
込
期
限
／
10
月
23
日
㈪

申�

込
方
法
／
く
ら
し
環
境
課
に
電
話
で

申
し
込
む

問　
く
ら
し
環
境
課　
☎
989

-

５
５
１
４

　
東
部
保
健
所　
衛
生
薬
務
課

　
☎
920

-

２
１
０
２

消
防
車
に
乗
っ
て
火
災
予
防
の

パ
ト
ロ
ー
ル
を
し
て
み
ま
せ
ん
か

　
消
防
団
員
と
、
消
防
車
に
乗
っ
て
火

災
予
防
を
呼
び
か
け
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
11
月
12
日
㈰

　
午
前
８
時
30
分
～
11
時

対　
象
／
町
内
在
住
の
小
学
生

※
保
護
者
は
同
乗
で
き
ま
せ
ん
。

定　
員
／
14
人
（
先
着
順
）

参
加
費
／
無
料

申
込
期
間
／
10
月
10
日
㈫
～
20
日
㈮

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
地
域
防
災
課　
☎
989

-

５
５
０
５

「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
育
成
講
座
」

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
赤
ち
ゃ
ん
と
絵
本
の
出
会
い
を
お
手

伝
い
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
講
座

で
す
。

と　
き
／
10
月
24
日
㈫
午
後
１
時
～
３
時

　
（
開
場
は
午
後
０
時
30
分
）

と
こ
ろ
／
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

定　
員
／
30
人
（
先
着
順
）

対�　
象
／

　

 

ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

興
味
の
あ
る
方
、
活
動
し
て
い
る
方

申
込
開
始
／
10
月
７
日
㈯

申�
込
方
法
／
窓
口
で
直
接
、
ま
た
は
電

話
で
申
し
込
む

問　
町
民
図
書
館　
☎
988

-

７
８
０
１

催
し

e
v

e
n

t
s

桃
沢
郷
ま
つ
り

「
森
の
中
の
レ
ス
ト
ラ
ン
」
を

開
催
し
ま
す

　
町
北
部
地
域
の
活
性
化
や
交
流
人
口

拡
大
、
観
光
振
興
を
推
進
す
る
桃
沢
郷

ま
つ
り
に
お
い
て
、
今
年
も
桃
沢
に
「
山

田
チ
カ
ラ
」
シ
ェ
フ
監
修
の
一
日
限
定

の
レ
ス
ト
ラ
ン
が
登
場
し
ま
す
！
自
然

を
生
か
し
た
演
出
と
空
間
、
長
泉
の
旬

の
食
材
を
ご
堪
能
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
29
日
㈰

　
①
午
前
11
時
～
、
②
午
後
１
時
～

と
こ
ろ
／
桃
沢
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
小
学
生
以
上
の
方

参
加
費
／
３
５
０
０
円

　
（
ド
リ
ン
ク
料
含
む
）

申�

込
方
法
／
電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
む

定　
員
／
各
回
１
０
０
人
（
先
着
順
）▲昨年の森の中のレストラン

問　
桃
沢
郷
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
内
）　
☎
989

-

５
５
１
６

　

sangyo@
nagaizum

i.org
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桃
沢
郷
ま
つ
り
〝
も
も
ざ
わ
軽
ト

ラ
市
”
を
開
催
し
ま
す

　
桃
沢
郷
ま
つ
り
に
お
い
て
、
町
内
初

の
「
も
も
ざ
わ
軽
ト
ラ
市
」
を
開
催
し

ま
す
。

と　
き
／
10
月
15
日
㈰

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時（
荒
天
中
止
）

と
こ
ろ
／
元
長
窪
公
会
堂
周
辺

※
駐
車
場
に
は
限
り
が
あ
り
ま
す
。

出�

店
内
容
／
地
域
の
農
作
物
、キ
ッ
チ
ン

カ
ー
に
よ
る
飲
食
物
、
松
崎
町
認
定

ブ
ラ
ン
ド
（
干
物
・
桜
葉
を
使
用
し

た
お
菓
子
な
ど
）
の
販
売

※ 

松
崎
町
は
平
成
25
年
度
よ
り
当
町
と

災
害
時
の
相
互
応
援
協
定
を
締
結
し
、

継
続
的
に
交
流
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問　
桃
沢
郷
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局

　
（
産
業
振
興
課
内
）　
☎
989

-

５
５
１
６

「
子
育
て
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
を

開
催
し
ま
す

　
地
域
子
育
て
サ
ー
ク
ル
や
企
業
な
ど

に
よ
る
、
親
子
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。

と　
き
／
10
月
27
日
㈮

　
午
前
10
時
～
午
後
２
時

と
こ
ろ
／
ウ
ェ
ル
ピ
ア
な
が
い
ず
み

内�　
容
／
手
作
り
お
も
ち
ゃ
、
読
み
聞

か
せ
、
リ
ト
ミ
ッ
ク
遊
び
な
ど

対　
象
／
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※ 

駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

乗
り
合
わ
せ
や
公
共
交
通
機
関
で
の

来
場
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問　
こ
ど
も
交
流
セ
ン
タ
ー

　
パ
ル
な
が
い
ず
み　
☎
988

-

１
０
８
６

ラ
ジ
オ
体
操
で
み
ん
な
元
気
に
！

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

　
日
常
的
に
体
操
を
行
う
こ
と
で
健
康

づ
く
り
が
で
き
る
よ
う
、
毎
月
第
３
土

曜
日
に
ラ
ジ
オ
体
操
を
行
っ
て
い
ま
す
。

と　
き
／

　
毎
月
第
３
土
曜
日
（
雨
天
中
止
）

　
午
前
６
時
30
分
～
45
分

と
こ
ろ
／
長
泉
中
央
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

　
竹
原
グ
ラ
ウ
ン
ド

集
合
時
間
／
午
前
６
時
20
分

参
加
費
／
無
料

持
ち
物
／

　
タ
オ
ル
、
飲
み
物

※ 

直
接
、
都
合
の
良
い
会
場
に
お
越
し

く
だ
さ
い
。

※ 

各
会
場
と
も
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ

る
た
め
、
徒
歩
、
自
転
車
で
の
来
場

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※ 

小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

※ 

「
ラ
ジ
オ
体
操
の
日
」
は
健
康
マ
イ

レ
ー
ジ
ボ
ー
ナ
ス・イ
ベ
ン
ト
ポ
イ
ン

ト
の
対
象
事
業
で
す
。健
康
マ
イ
レ
ー

ジ
カ
ー
ド
を
忘
れ
ず
に
持
参
し
て
く

だ
さ
い
。

問　
健
康
増
進
課　
☎
989

-

５
５
１
０

ジ
オ
と
グ
ル
メ
の
ぶ
ら
り
歩
き
！

「
ぶ
ら
と
が
り
」
を
開
催
し
ま
す

　
下
土
狩
駅
周
辺
を
会
場
に
、
ジ
オ
サ

イ
ト
と
グ
ル
メ
を
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト

で
す
。
期
間
中
に
３
カ
所
の
ジ
オ
サ
イ

ト
で
ク
イ
ズ
に
答
え
、
グ
ル
メ
ス
ポ
ッ

ト
を
巡
っ
て
ス
タ
ン
プ
を
３
つ
集
め
る

と
、
抽
選
で
景
品
が
当
た
り
ま
す
。

と　
き
／
10
月
21
日
㈯
～
12
月
９
日
㈯

■
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト

と　
き
／
10
月
21
日
㈯

　
午
前
９
時
30
分
～
午
後
３
時

　
（
受
付
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分
）

と
こ
ろ
／
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み
２
階
）

内�　
容
／
①
受
付
時
、
先
着
３
０
０
人

に
参
加
賞
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

② 

割わ
り

狐こ

塚づ
か

稲
荷
神
社
、
鮎
壺
の
滝
で
協

会
ガ
イ
ド
に
よ
る
ジ
オ
サ
イ
ト
説
明

参
加
費
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
な
が
い
ず
み
観
光
交
流
協
会

　
☎
988

-

８
７
８
０

掲
示
板

b
u
l
l
e
t
i
n
 
b
o
a
r
d

「
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
２
０
１
７
」

を
開
催
し
ま
す

　
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

と　
き
／
10
月
28
日
㈯

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

と�

こ
ろ
／
県
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

あ
ざ
れ
あ

　
（
静
岡
市
駿
河
区
馬
渕
１

-

17

-

１
）

内�　
容
／
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
映
画

「
彼
ら
が
本
気
で
編
む
と
き
は
、」
の

上
映
な
ど

※
映
画
上
映
は
先
着
３
０
０
人
で
す
。

入
場
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
あ
ざ
れ
あ
メ
ッ
セ
事
務
局

　
☎
054

-

250

-

８
１
４
７

法
律
の
専
門
家
に
よ
る

無
料
相
談
会
を
開
催
し
ま
す

　
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
作
成
や
手

続
き
を
代
理
で
行
っ
た
り
、
相
談
に
応

じ
た
り
す
る
相
談
会
で
す
。
相
続
、
遺

言
、
土
地
の
有
効
活
用
な
ど
に
関
し
て

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

と　
き
／
10
月
13
日
㈮

　
午
後
１
時
30
分
～
４
時

と
こ
ろ
／
役
場
・
総
合
相
談
室

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
県
行
政
書
士
会
三
島
支
部

　
☎
972

-

８
８
９
９
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大
岡
信
追
悼
特
別
展
を

開
催
し
て
い
ま
す

　
４
月
５
日
に
逝
去
さ
れ
た
大
岡
信

さ
ん
の
追
悼
特
別
展
で
す
。
大
岡
さ
ん

の
映
像
や
肉
声
、
原
稿
や
墨
書
な
ど
を

は
じ
め
と
す
る
手
書
き
資
料
、
多
彩
な

美
術
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
当
館
な
ら
で
は

の
造
形
物
と
と
も
に
、
詩
人
・
大
岡
信

の
軌
跡
を
振
り
返
り
ま
す
。

開
催
期
間
／
～
11
月
26
日
㈰　

　
午
前
10
時
～
午
後
５
時（
月
曜
休
館
）

と
こ
ろ
／
大
岡
信
こ
と
ば
館

　
（
三
島
市
文
教
町
１

-

９

-

11
）

※ 

入
館
料
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問　
大
岡
信
こ
と
ば
館

　
☎
976

-

９
１
６
０

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
が
い
ず
み
主
催

「
み
ん
な
で
助
け
合
え
る
避
難
所

づ
く
り
」
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
災
害
時
の
避
難
所
に
お
い
て
、
避
難

者
が
運
営
に
参
加
す
る
こ
と
の
大
切
さ

を
学
び
ま
す
。

と　
き
／
11
月
12
日
㈰

　
午
前
10
時
～
11
時
30
分

と
こ
ろ
／

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
な
が
い
ず
み

テ�

ー
マ
／

　

 「
避
難
所
生
活
で
あ
な
た
は
ど
ん
な

役
割
を
担
え
ま
す
か
」

講�　
師
／
池
田
恵
子
さ
ん
（
静
岡
大
学

教
育
学
部
教
授
、
防
災
セ
ン
タ
ー
兼

任
教
員
）

定　
員
／
70
人

参
加
費
／
無
料

申
込
期
限
／
11
月
５
日
㈰

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
事
業
は
「
長
泉
町
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
補
助
金

交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　
大
川
さ
ん

　
☎
090

-

４
５
３
７

-

２
５
６
５

「
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
音
楽
祭
響
け
美
し

い
森
」
出
演
団
体
を
募
集
し
ま
す

と　
き
／
平
成
30
年
２
月
25
日
㈰

　
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ

募
集
種
目
／
合
唱
、
器
楽
演
奏

対�　
象
／
ベ
ル
フ
ォ
ー
レ
を
拠
点
に
活

動
し
て
い
る
団
体
ま
た
は
町
内
在
住

の
方
が
所
属
し
て
い
る
団
体
を
優
先

募
集
団
体
数
／
12
団
体
（
先
着
順
）

出
演
時
間
／
１
団
体
10
分
程
度

申
込
期
限
／
10
月
20
日
㈮

※
参
加
費
を
負
担
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※ 

こ
の
事
業
は
「
長
泉
町
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
補
助
金

交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　
吉
田
さ
ん

　
☎
090

-

８
９
５
９

-

９
０
９
３

ヒ
ト
ゴ
ト
に
し
な
い
マ
マ
の
た
め

の
防
災
塾
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
11
月
４
日
㈯
午
後
２
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

内�　
容
／
全
３
回
、
１
回
目
の
テ
ー
マ

は
「
こ
ど
も
と
私
が
い
き
の
こ
る
」

講�　
師
／
高
良
綾
乃
さ
ん（
マ
マ
防
災
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
・
ふ
じ
の
く
に
防
災
士
）

対�　
象
／
町
内
在
住
で
子
育
て
を
し
て

い
る
母
親
ま
た
は
父
親

定　
員
／
20
人
（
見
守
り
託
児
あ
り
）

参
加
費
／
５
０
０
円

申�

込
方
法
／
E
メ
ー
ル
で
①
氏
名
、
②

住
所
、
③
電
話
番
号
、
④
子
連
れ
の

有
無（
有
の
場
合
は
子
ど
も
の
年
齢
）

を
伝
え
る

※ 

こ
の
事
業
は
「
長
泉
町
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」
の
補
助
金

交
付
を
受
け
て
い
ま
す
。

問　
マ
モ
ル
マ
ム
ズ

　

m
am

orum
om

s@
gm

ail.com

な
ん
す
ん
レ
デ
ィ
を
募
集
し
ま
す

　
な
ん
す
ん
レ
デ
ィ
に
な
り
、
地
元
農

業
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

対�　
象
／
農
業
・
農
協
事
業
に
関
心
が

あ
り
、普
通
自
動
車
免
許
を
有
す
る
、

静
岡
県
東
部
地
域
に
在
住
・
在
勤
・

在
学
で
平
成
29
年
４
月
１
日
現
在
18

歳
以
上
の
女
性
（
高
校
生
は
不
可
）

定　
員
／
３
人

任�　
期
／
平
成
30
年
１
月
か
ら
２
年
間

受
付
期
限
／
11
月
２
日
㈭

※ 

申
込
方
法
な
ど
、
詳
細
は
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

問　
Ｊ
Ａ
な
ん
す
ん
企
画
課
な
ん
す
ん

　
レ
デ
ィ
係　
☎
931

-

４
９
７
７

調
停
委
員
に
よ
る
無
料
調
停
相
談

会
を
開
催
し
ま
す

と　
き
／
10
月
11
日
㈬
午
後
１
時
～
４
時

と
こ
ろ
／
大
手
町
会
館

　
（
沼
津
市
大
手
町
３

-

5

-

16
）

内�　
容
／
民
事
、
家
事
問
題
な
ど
の
調

停
手
続
き
の
説
明

相
談
料
／
無
料

※
直
接
、
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問　
静
岡
地
方
・
家
庭
裁
判
所

　
沼
津
支
部　
☎
931

-

６
０
０
０

社
交
ダ
ン
ス
無
料
体
験

参
加
者
を
募
集
し
ま
す

　
健
康
づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
に
社
交

ダ
ン
ス
を
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

と　
き
／
11
月
の
毎
週
木
曜
日

と
こ
ろ
／
南
部
地
区
セ
ン
タ
ー

対　
象
／
社
交
ダ
ン
ス
に
興
味
の
あ
る
方

定　
員
／
30
人
程
度

参
加
費
／
無
料

※
電
話
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問　
小
川
さ
ん　

　
☎
090

-

５
６
１
９

-

６
２
６
１

●掲示板に掲載を希望される方は、次のことにご注意ください●
①原稿には「とき、ところ、内容、対象、定員、参加費、申込期限、問い合わせ先、電話番号」を記載してください。②開催日、申込期限は、
広報発行日の10日以降に設定してください。③掲載は町内で無料で開催されるものを優先させていただきます。④情報は紙面の都合上、内容の
省略および掲載できない場合があります。⑤原稿の提出期限は掲載を希望する広報発行日の１カ月前とさせていただきます。
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輪車で全国大会出場
ユニサイクルAmi長泉一

　８月３日㈭、町スポーツ少年団「ユニサイクル
Ami長泉」が「第５回さわやか全国小学生一輪車
大会」「2017さわやか全日本一輪車競技大会」の
出場を決め、町に報告に訪れました。
　選手たちは、全国大会出場への喜びを胸に「練
習の成果を発揮することができた。全国大会でも
練習通りの演技をしたい」と話しました。

　７月30日㈰、桃沢工芸村で町内の小学生を対象
に、うちわの絵付けを体験する絵画教室が開かれ
ました。
　参加した児童たちは講師の坂本武典さん（日本
画家）からアドバイスを受けながら、ひまわりな
どの花をモチーフに描いた、鮮やかなオリジナル
うちわを完成させました。

界にたったひとつの
オリジナルうちわを作成！世

　８月２日㈬、「長泉町と町内郵便局及び配達を
受け持つ三島郵便局との包括連携に関する協定」
の締結式が、役場で行われました。
　郵便局が行う配達業務などによるネットワーク
を生かし、子どもや高齢者の見守りから災害時の
相互連携まで、町と郵便局が協力しながら、より
良いまちづくりを推進していきます。

便局との相互連携を約束
安心快適なまちを目指して郵

　８月15日㈫、コミュニティながいずみで「長泉
町戦没者を追悼し平和を祈念する式典」が開催さ
れました。この日は８月５日㈯、６日㈰に広島平
和研修に参加した生徒が作文を発表し、戦争の悲
惨さと平和に対する思いを参列者に訴えかけまし
た。生徒の作文は８、９ページと広報ながいずみ
９月１日号に掲載しています。

和の尊さを語り継ぐ
終戦記念日に式典を開催平
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　８月23日㈬から25日㈮までの３日間、知徳高校
の２年生４人が町民図書館で職場体験を行いまし
た。生徒たちはカウンターでの貸出・返却や書架
整理などを体験し、慣れない仕事に戸惑いながら
も懸命に業務をこなしていました。
　参加した生徒は「職場体験をしたことで、進路
を考える良い機会になった」と話しました。

くことの苦労を実感
知徳高校２年生が職場体験働

中の山田葵さん
1500ｍで全国大会に出場北

　山田葵さん（北中）が、全日本中学校陸上競技
選手権大会1500ｍの部に出場が決定したことを報
告するため、８月17日㈭に町を訪れました。
　山田さんは「これまで支えてくれた方々に対す
る感謝の気持ちを忘れずに、県の代表として決勝
に進めるよう頑張りたい」と意気込みを語りまし
た。

　９月６日㈬、長泉ロータリークラブから青少年
支援事業の一環としてパルながいずみに電子オル
ガンやままごと遊びセット、備品など６点が寄贈
されました。
　望月義明会長は、「少しでも多くの子どもたち
に使ってほしい。思い出づくりに役立ててもらえ
たら」と話しました。

泉ロータリークラブが
電子オルガンなどを寄贈長

　静岡市で開催された静岡県消防操法大会で、ポン
プ車操法の部で第１分団が優勝、小型ポンプ操法
の部で第２分団が準優勝という結果を収め、９月
11日㈪、町に結果報告に訪れました。
　優勝した第１分団は、来年10月富山県で開催さ
れる全国大会に出場します。引き続き、応援をよ
ろしくお願いします！

防操法訓練大会
町代表が全国大会へ！消
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第４回「タチアカネ　そばの花・実まつり」開催
　９月に入り、村の特産品として限定栽培に取り組ん
でいるそば「タチアカネ」の花・実が、見ごろを迎
えました。９月10日㈰～18日㈷の「そばの花・実ま
つり」期間中、村内のタチアカネの圃場では、満開
の白い花と赤い実が美しい景色を楽しませてくれま
した。また、９月17日㈰にはスペシャルイベントが
開催され、多くの皆さんにタチアカネの味を堪能し
ていただきました。10月上旬からそばの実の収穫を
迎え、11月上旬より、村内５店舗のそば店にて新そ
ばをご賞味いただけます。11月の新そばの時期を楽
しみにお待ちください。

問い合わせ　青木村役場・総務企画課　☎0268-49-0111
姉 妹 都 市 通 信 !Hello青木村から長野県長野県

企業紹介企業紹介 長泉も のづくり
旭トラストフーズ株式会社 静岡本社
所 在 地　東野50‐12
創立年月　平成23年１月（長泉工場は昭和60年に建設）
従業員数　116人（内町民18人）　☎055‐987‐5555

　近年、健康意識の高まりなどで、家庭でのパン粉消費は減
少傾向にあります。そのような中、お客さまのニーズに応
え、付加価値のある商品づくりを目指し、平成19年に油の吸
油率を約30％カットした「吸油の少ない生パン粉」を発売、
今年６月には、糖質を約50％カットした「低糖質パン粉」を
開発・製造。今後もお客さまのニーズに応え、フライ料理
はおいしいと言ってもらえる商品づくりに取り組みます。

製品の

事業内容／パン粉および小麦粉２次加工製品の製造・販売
企�業理念／私たちは「信用」を第一に行動いたします
　生活者の豊かな暮らしを支援する企業として、安全・安
心で高い品質の商品提供を通じて社会に貢献します。
※ 平成19年に、SQF2000認証（食の安全・安心を規定する国際

規格）を取得。

◀ 

糖
質
約
50
％
カ
ッ
ト

　
「
低
糖
質
パ
ン
粉
」

◀ 

吸
油
率
約
30
％
カ
ッ

ト
「
吸
油
の
少
な
い

パ
ン
粉
（
ド
ラ
イ
タ

イ
プ
）」

パン粉“Panko”を世界へ
　昭和60年に長泉町に工場を建設以降、全
国各地に商品をお届けしています。また、こ
こ数年は海外でパン粉の需要が増加し、東
南アジア、ヨーロッパ、北米でパン粉の評
価が高く、英語で"Panko"と表記されてい
ます。パン粉を通して、世界へ日本の食文
化を広めていきたいです。
　富士の麓、長泉町の
自然やおいしい水が
パン粉づくりに最適で
す。この地で、永く事
業継続できるよう、凡
事徹底をモットーに安
全で安心な商品の提供
に努めていきます。

代表取締役 静岡本社長
丹　幸夫さん

▲美味しいそばに舌鼓
▼満開のタチアカネ
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協力医が変更される場合がありますので
事前に電話で確認してください。
救急協力医テレホンサービス
☎055－983－0115

沼津夜間救急医療センター
☎ 055－926－8699
沼津市日の出町1－15

三島メディカルセンター
☎ 055－972－0711
三島市南本町4－31

外科・内科・小児科 外科・内科・小児科

　　　　　平　日　20：30～翌朝７：00
土、日、祝・休日　18：00～翌朝７：00

　　　平　日　18：00～22：00
　　　土曜日　14：00～21：00
日、祝・休日　９：00～21：00

月16日〜31日

救急協力医10
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

外　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

内　科
平　日　　　17：00～21：00
土曜日　　　正　午～18：00
日、祝・休日　８：00～18：00

小児科

16日㈪ 田沢医院� （962）1205 沼津市大手町 かとう内科医院�（946）5562 沼津市大岡 よざ小児科� （967）5722 沼津市原

17日㈫ 遠藤クリニック�（975）8801 清水町久米田 髙遠クリニック�（926）8739 沼津市東椎路 すずきファミリー�（960）0333 沼津市一本松

18日㈬ おおしろクリニック�（976）0027 清水町堂庭 高田クリニック�（962）1410 沼津市仲町 まるやま小児科�（981）8577 清水町堂庭

19日㈭ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 南一色セントラル内科�（980）5777 長泉町南一色 白十字小児科� （933）5111 沼津市下香貫馬場

20日㈮ 駿東整形� （922）8855 沼津市高沢町 なおきクリニック�（929）8555 沼津市東椎路 りゅうじん医院�（988）3133 長泉町下土狩

21日㈯ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 沼津リハビリテーション�（931）1911 沼津市上香貫蔓陀ケ原 西村医院� （971）6510 長泉町下土狩

22日㈰ 東医院� （921）5520 沼津市高沢町
山本整形外科・循環器科�（989）8111 長泉町南一色

岩渕内科医院� （951）4579 沼津市添地町
森本クリニック�（976）5221 長泉町竹原
裾野赤十字� （992）0008 裾野市佐野

杉谷小児科� （923）6543 沼津市筒井町

23日㈪ 香貫医院� （931）2465 沼津市本郷町 林（秀）医院� （931）1120 沼津市住吉町 まるやま小児科�（981）8577 清水町堂庭

24日㈫ 西方外科� （921）1333 沼津市共栄町 武藤医院� （931）0088 沼津市三園町 坂小児科� （931）3233 沼津市下香貫前原

25日㈬ 沼津大山クリニック�（954）2274 沼津市大手町 薬袋クリニック�（933）0148 清水町徳倉 田中医院� （921）2053 沼津市高島町

26日㈭ 池田病院� （986）1212 長泉町本宿 森岡医院� （962）1084 沼津市大岡 さくま小児科� （992）6303 裾野市茶畑

27日㈮ 沼津整形� （921）3791 沼津市共栄町 今井医院� （921）3211 沼津市五月町 すずきファミリー�（960）0333 沼津市一本松

28日㈯ 聖隷沼津� （952）1000 沼津市松下 杉山病院� （963）4114 沼津市錦町 白十字小児科� （933）5111 沼津市下香貫馬場

29日㈰ 守重医院� （931）2511 沼津市我入道江川
西方外科� （921）1333 沼津市共栄町

柿田川医院� （973）3601 清水町柿田
大沢医院� （931）1019 沼津市御幸町
東名裾野病院� （997）0200 裾野市御宿

大橋内科・小児科�（992）2800 裾野市佐野

30日㈪ 田沢医院� （962）1205 沼津市大手町 田沢医院� （962）1205 沼津市大手町 杉谷小児科� （923）6543 沼津市筒井町

31日㈫ 東医院� （921）5520 沼津市高沢町 森医院� （966）2017 沼津市石川 星野医院� （962）0782 沼津市山王台

耳鼻科
８：00～17：00

22日
㈰

三島耳鼻咽喉科
（935）6681　沼津市下香貫樋ノ口

29日
㈰

三島中央病院
（971）4133　三島市緑町

眼　科
８：00～17：00

22日
㈰

聖隷沼津
（952）1000　沼津市松下

29日
㈰

小野眼科
（929）1881　沼津市高島町

産婦人科
８：00～17：00

22日
㈰

小島レディース
（952）1133　沼津市大岡

29日
㈰

前川産婦人科
（999）0300　長泉町下長窪

歯　科
９：00～15：00

22日
㈰

服部歯科医院
（992）0011　裾野市佐野

29日
㈰

スルガ平デンタルクリニック
（988）0120　長泉町東野
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